
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)41. 223-224(1988)

葉 緑 素 計 を 用 い た リ ン ゴ の 栄 養 診 断

山 口 金 栄 ・ 須 藤 佐 蔵

(山形県立園芸試験場 )

Nuttttive DiagnoSs of Apples by Chlorophylmeter

Kin_ei YAMAGUCHI and Sazo SUT0
(Yamagata PreFectural Horticultural Experiment station)

1 は じ め に

山形県における葉緑素計の利用は,昭和58年に水稲の生

育診断のために利用したの力ヽ まじまりである。その後 ,簡

易窒素診断機器としての精度が高いことや使用方法の簡便

さなどがあったため各県で利用されるようになった。園芸

作物では,果樹の葉色や果実の着色度を測定するのに,カ

ラーチャートが利用 ,普及しておりそれらに関する試験例

も多い。しかし,カ ラーチャートは,設色の中間値の判断

の難 しさや,測定条件による誤差 ,個人差がでやすい。葉

緑素計を利用することでこれら力潔 決すると考えられたこ

とと,葉緑素計を使ってもカラーチャートで作られた従来

のデータの読み換えができる可能性が見られたのでその概

要について報告する。

2試 験 方 法

は, 調査場所 山形県内13か所のわい性台 リンゴ園

l_2)供試樹種 ふ じ/M26 8～ 9年生樹 (1園 4樹計

52樹 )

13)リ ンゴ葉の採取部位

1樹より新梢の先端から 5枚 目の葉を10か ら12枚採取

した。

に)葉色測定方法

リンゴ単葉の葉色分布は,中央の葉脈をはさんでの左右

のばらつきはほとんど見られない。しかし,葉柄の近く,

中央部 ,葉の先端を比べると先端部の葉色が淡い傾向が見

られ,そ のため測定位置は葉の中央部とした。また,葉緑

素計で葉色を測定する場合,葉の中央部 2か所の測定値に

2以上の幅がある場合は,測定場所をややずらし再度測定

を繰り返 し,平均の値を単葉の測定値とした。この操作を

繰り返し,10枚の葉色測定値の平均値をその樹の葉色値と

した。カラーチャートについては,農林水産省果樹試験場

開発の 8段階に区分された・ ふじ"リ ーフカラーチャー ト

を用い,常法によって葉色を測定した。

15)葉中窒素含量の分析

葉色測定後,風乾,粉砕 し常法により窒素含量測定を

行った。

3 試験結 果 及 び考察

に)葉色の分布と葉中窒素含量の関係

昭和61年及び62年に調査した結果では,葉緑素計測定値

の度数分布は,測定値440～ 469に 最大の分布を持つ正規

分布を示しており(図 1),かつ,両年とも葉緑素計測定

値と葉中窒素含量には,有意な相関 (01%の 危険率で有

意 )が見られた。
°
回帰式も類似していた (表 1)。 2か年

の結果から,6,7月 の窒素含量推定値を試算 してみると,

葉緑素計測定値で40は , リンゴの葉中窒素含量22か ら23

%, 50は 25か ら26%,60の 値では28か ら30%で ある

と予測される(表 2)。 また,両年の窒素含量推定値の幅

は 5%以内のお、れがある● 同じ回帰式で窒素含量の推定

ができる。

葉緑素計
測定値

図 1 葉緑素計測定値の度数分布

(昭 61:7/10 昭62:6/25)

表 1 葉緑素計測定値と葉中全窒素

(X:葉緑素計測定値 Y:葉中全窒素 )

表 2 葉中窒素含量の推定値 (昭 61:7/10

昭6216/25)

0)調査時期による変化

リンゴの葉色は,新梢伸長期は淡く,新梢停止後は徐々

410 440 470 '0
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相 関 係数    回 帰 式

r‐ 0561**ホ  Y-105+0032X
r=0457~ Y-106+0029X

T― N%
T― N%

葉 緑 素 計 測 定 値

2 23  2 37  2 52  2 66

232  248  263  279
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に濃くなるの力普通である。それに対し,同 じ葉色の場合 ,

葉中窒素含量は時期の経過とともに低下する傾向がある。

61年の調査結果は,前述の葉色と葉中窒素含量の関係が明

らかであり, 7月 に調査したものと 8月 及び 9月 に調査し

たものでは,回帰式の傾きはほぼ同じであるが ,時期が経

過するにつれて,回帰式の切片の値が低くなり,同 じ葉色

であっても窒素含量が低 くなることを示 している (表 3)。

また,こ れらのことは, リンゴの葉の葉緑素計測定値から

葉中窒素含量を推定する場合,調査時期にあった回帰式を

使う必要があることを示している。

0 葉緑素計とカラーチャートとの閲係

62年に行った結果では,測定したいずれの時期とも,両

測定値間には有意な正の相関関係が見られ (表 4),今ま

で試験された成績との読みかえが可育ヒである。葉緑素計は ,

農家には普及が及んでいない状況にある。そのためリンゴ

の樹相診断の方法は,安価で手に入るカラーチャートを利

用しているの力湧状であるが ,葉緑素言1を利用することで ,

中間値の読みにくさや個人差がなく葉色を測定できる。

表 4 葉緑素計測定値とカラーチャート(昭 62)

に)葉緑素計の栄養診断への利用

山形県でお、じの無袋栽培がD」能であるか否かは,6月 ド

旬のカラーチャートでの葉色と新梢の伸びから決定してい

る。新梢の伸びが25～ 30m,新梢停止率80%以上 ,カ ラー

チャートでの葉色が 5か ら6の基準である葉色値 (カ ラー

チャー ト)を葉緑素計測定値で置きかえると,測実値の読

みで37～ 46と なり,個人差や測定誤差の少ない診断ができ

るようになる。また,リ ンゴの品質と葉色 ,新梢の推移を

調査した結果 (図 2)で は,無袋栽培を行っていても,新

梢長が果実の着色開始期になっても伸び力増 まらず,葉色

が淡い園地の果実品質は,着色や地色の抜けが悪く,糖度

が低い傾向が見られた。これらのことは,葉緑素計が窒素

の推定に使われるだけでなく,栄養診断の簡易測定機器と

図2 果実品質と葉緑素計測定値,新梢長 (昭 61)
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して利用できるものと考えられる。

4 葉緑素計利用上の問題点

以上のように,本報告ではリンゴのふじについて述べた

が,品種や地域が変われば葉緑素計測定値と窒素との回帰

式が変化すると予想されるので使用する場に応 じた回帰式

の策定が必要である。また,葉緑素計は本来葉中のクロ0

フィルム含量を測定する器材であり,ク ロロフィルム含量

との相関は極めて高いが,葉中窒素含量との関係はやや低

下する傾向にある1)。 そのため窒素含量の推定には測定の

幅を持って推定するのが妥当と考えられる。

7/10  8/14

注 ‐―・ 葉緑素計測定値
●―・ 新梢長

～
_△葉緑素計測定値

△―△新梢長Fal

5 ま

は)現地わい性台利用樹 (M26台 )の新梢先端がら5枚

日の葉の葉緑素計lll定値と葉中窒素含量には, 5%以 内の

年次変動があるが有意な相関があった。

2)葉緑素計測定値は, "お ,じ "カ ラーチャートとの相

関も高い。これは,現場で使用されているカラーチャート

と葉緑素計の読み換えができ,よ り精度の高い葉色診断が

可能である。

6)リ ンゴの葉色と果実品質をみると, 8月 中旬から9

月中旬にかけて葉緑素計測定値が低下する樹相では,果実

の着色や地色の抜けが悪い。
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表 3 回帰式の時期別変化 (昭 61)

Y‐ 105+0032X
Y=094+0031X
Y‐ 050+0035X

帰  式
Y:カ ラーチ ャー ト

Y=0827■ 0 113 X r‐ o846***

Y‐ 3703+0 058 X r‐ o728・・・
ホ

Y-3305■ 0 064 X r=o803***
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